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は し が き

貝塚市が国庫補助事業 として実施 してまい りました発掘調査 も今年 で4年 目

を迎 え ることとな りました。貝塚市に とって多発急増の一途 をたどる近年 の開

発行為 の中でそのほ とん どが開発行為 に ともな う緊急調査 となっています 。調

査にあたっては面積的あ るいは期 間的な制約 の加 わ る中での調査が多 く、充分

な調査成果がえられていないの も実情であ ります。

今 回の調査 もこうした開発行為 に ともなう事前調査 であ りますが、幾多の成

果 をえ るこ とが でき、ここに昭和56年 度 中に実施 した発掘調査 の調査結果 を一

部報告す る とともに、本 書が市民の方々の文化財に対す るご理解 を深めていだ

だ く一助 となれば幸 い と存 じます。

なお、今回の調査 にあた り地元の方々 を始 め関係者各位 に多大な ご協 力 をい

ただ き末筆なが ら深 く感謝 の意 を表す る次第であ ります。

昭和57年3月

貝塚市教育委貝会

教育長 岡 根 和 雄



例 言

1.本 書は貝塚 市教育委貝会が昭和56年 度国庫補助事業 として計画 し、社会

教育課 が担当実施 した貝塚市 内遺跡群 発掘調査概要報告である。

2.調 査は昭和56年4月1日 に着手 し、途 中5月1日 よ り社会教育課西 岡巖

を担当者 として昭和57年3月31日 終了 した。

3.調 査の実施 と整理 にあたっては、梅 田正之 ・嘉積 由彦 ・清原勇人 ・西分

平和 ・矢倉将也 ・吉川安浩 ・池内明美 ・池内淳子 ・太 田京美 ・中村悦子 ・福 田

淳 ・藤原篤子 ・山中ゆ り ・吉 田房子 ・米 田敦子、各氏の援助 をうけ、また玉谷

哲 ・西山要一 ・坪之内徹 の諸氏か ら有益な御指導 ・御教示 を得 た他 、発掘調査

を実施 した土地所有者か らも多大 の協 力を得:こ こに記 して感謝の意 を表す る

次第である。
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昭和56年 度発掘調査一覧

番 号 遺 跡 名 調査位置 目 的 概 要

加 治 ・神 前 奈良～平安時代の遺物包
81-1 貝塚 市 畠 中191-2 個人住宅建設工事 含層および若干のピット

畠 中 遺 跡 状遺構検出。

沢 海岸 北 江戸時代のi状 遺構 内に

81-2 貝塚 市 沢785-1 個 人住宅建設工事 平安 ～江戸時代の屋瓦等

遺 跡 を焼 土 と と もに検 出 。

地 蔵 堂 室町時代の建物跡および
81-3 貝塚市地蔵堂286 小学校校舎増築工事 古墳時代中期の古墳周溝

廃 寺 跡 検 出 。

貝塚市浦田字宮ヤシ 室町～江戸時代の沢城に

81-4 沢 城 跡 御 堂 建 替 工 事 かかわると考えられる堀

キ115 跡 検 出 。

小瀬五所山 貝塚市小瀬五所山 古墳時代後期の溝状遺構
81-5 ビ ル 建 設 工 事 検 出。

遺 跡 371-2

室町時代の溝状遺構およ
81-6 石 才 遺 跡 貝塚市石才1-1 分譲住宅建 設工事 び柵列 ・平安時代の土鉱

検 出 。

地 蔵 堂 平安 ～江戸時代の屋瓦 と

81-7 貝塚市地蔵堂237 御 堂 建 替 工 事 ともに平安 ～鎌倉時代の

廃 寺 跡 建 物 基 壇 跡 ・土砿 ・ピ ッ

ト状遺構検出。



1.堀 遺 跡2.泉 州 麻生 塩 壷 出土 地3.貝 塚 寺 内町4.長 楽寺 跡5.加 治 ・神前 ・畠中 遺跡

6.新 井 ・鳥羽 遣跡7.石 才 遺 跡8.橋 本 遺 跡9.新 井 ノ池遺 跡10.沢 共 同墓地 遺 跡

11.沢 城 跡12.沢 海岸 北遺 跡13.沢 海岸 遣跡14.廃 明 楽寺 跡15.澱 池遣 跡

16.窪 田廃 寺 跡17.丸 山古 墳18.地 蔵 堂 廃 寺跡19.積 善寺 城 跡20.下 新 出遺 跡

21.河 池 遺跡
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m章 調査の契機と経過

本市域における埋蔵文化財の行政的取扱いについての歴史は浅 く、昭和51年 度秋季以来大阪

府教育委員会の指導のもと埋蔵文化財包蔵地および周辺地域における土木工事等の発掘調査 を

実施 してきたが、そのすべてにおいて遺跡の性格 ・範囲等の明確な把握に まで至っていないの

が実情である。

さらに、遺跡の性格 ・範囲等の把握が不明確な中でここ数年来遺跡内お よびその周辺地域に

おける住宅等 を中心 とした小規模開発が増加 してきたことから、昭和53年 度 を初年度 として土

木工事等による市域内各遺跡の緊急発掘調査 を国および府の補助 を受けて継続的に発掘調査 を

実施する運び となった。

このような中、本年度は国庫補助事業の一環 として4年 目を迎え、市域内各遺跡における緊

急発掘調査 を数 ヶ所にわた り実施 したが、調査の条件、面積等の制約か ら各遺跡の調査成果 も

まだまだ不充分である。

以下おのおのの調査について個別的に報告することにする。

昭和56年5月14日 、貝塚市畠中291-2番 地の加治 ・神前 ・畠中遺跡内において約180m2の 敷

地内に個人住宅建設にかかる土木工事等の発掘届出書の提出があ り、5月18日 より調査 を開始

した。

調査はまず遣構の有無確認の意味から建物部分を除 く地域に試掘 トレンチを設定 し、遺構の

検出を行い、遺構 ・遺物の検出をみた場合にはさらにその性格 を把握するための最少限度の拡

張を行 うという方法 をとった。

調査の結果、敷地南側 トレンチで遺物包含層およびピッ ト状の遺構 をそれぞれ検出したが、

東側では大 きく攪乱 を受けてお り遣構の検出までには至らなかったため、遺構の残存部分は敷

地内のほぼ南側の一部に集中しているのみと思われた。また、遣構検出面 も土木工事用基礎掘

削深度 よりかなり深いこともあ り、拡張作業は行わず、 トレンチ部分のみの調査 を行い、約1

週間で終了した。
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第i図 調 査位置図

第二章 位置と環境

本調査地区は貝塚市畠中291-2番 地に所在 してお り、貝塚市役所の西方200mの 海抜約16m

に位置 している。周辺は現在一部は宅地化が進んでいるもののその多 くは水田等の耕作地 とな

っている。

しか し、調査地の南西方約100mに は道路幅員32～40mの 府道貝塚 中央線の工事計画地があ

り、昭和56年 度事業 として現在府教育委員会による全面発掘調査 を行っている地区があ る。さ

らに府道の開通に合わせて貝塚市役所北側 を横切る16m幅 員道路の市道鳥羽畠中線が計画され

てお り、周辺開発は必至 といっても過言ではない地域であろう。そうした意味において も今回

発掘調査 を実施 した地区は埋蔵文化財保護の立場から府道貝塚中央線の調査結果 と合わせて今

後の資料呈示に重要な位置を占めるものと考えられる。
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第三章 検 出 遺 構

第一節 基本層序

調査区域の現状は耕作地 としての水田である。その敷地内にそれぞれ幅約1.5mで 設定 した

南側 東西 トレンチお よび東側南北 トレンチの基本層序は一部において若干の差異は認め られる

もののほぼ 均一土層の堆積状況 を示 している。約0.25～0.30mの 第1層 耕作土下は0。30～0.40m

のやや厚味のある第2層 黄灰褐色床土が認められ、以下第3層 黒灰色土が東西 トレンチでは、

0.05～0.10mの 厚味で均一に堆積するものの南北 トレンチでは北側に向 うほど薄 くなりやがて

無 くなる。また、それ と同時に北に向って大き く攪乱砿が第2層 黄灰褐色床土下より全面に認

め られた。第3層 黒灰色土下は第4層 黒色土 とな り0,10～0.25mの 厚味でつづ き黄色地 山面 と

なる。

C i

5
2

4
3

D

第2図 断面土層実測図

遺物の出土は第3層 黒灰色土内か ら若干の出土をみたが、第4層 黒色土内での出土が大半で

ある。また、遺構検出面についてはユ ンボ掘削により第3層 までを一気に除去 したため、第3

層黒灰色土上面か ら切 り込 まれていたものか どうかは明確ではないが、少 くとも今回検 出した

遺構 については第4層 黒土色を切 り込んでのものであ り、第4層 黒色土は一応のべ一ス と考 え

られる。ただ、今 回の調査では未検出であるが第4層 黒色土内からも上述 したように多量の出

土遺物があることか ら遺構の存在は第4層 黒色土下での検出も考 えられ2時 期にわたる遺構面

の存在が考慮 されるところである。

第二節 遺 構

遺構の検出は前述 したようにユ ンボ掘削により第3層 黒灰色土までを一気に除去 しているた

め、第4層 黒色土面での遺構検出結果である。その結果、第3図 に示 したようにピッ ト状遺構

等 を検出した。ただ、今 回はあえて第4層 黒色土 も除去 して再度遺構検出を行 ってみたが、明

一4一



第3'図 遺構実測図
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確な遺構の検出までには至っていない。

東側南北 トレンチでは第2層 黄灰褐色床土下よりの攪乱rtが 南端部分 を除いてほぼ全域に認

め られたため遺構の存在は不明である。

南側東西 トレンチ内ではその全域に散乱するように径0.10～0.40mの 不定形なピットを9ヶ

所検出し、内東側の2ヶ 所(P6,P7)に ついては一辺約0.40mの やや方形を呈するもので

あ り柱穴か と思われるがそれらと列 を示す他の柱穴状遺構は認め られなかった。あるいは調査

区域外に延びるものか もしれない。 また、東端部付近では東西長約0.75m、 南北確認長約0.80

mで 長方形 を呈す ると考えられる土砿状遺構(SK-1)を1基 検出したものの深さまでは残

念ながら調査の進行上確認しえなかった。ただ、第4層 黒色土断面の観察か らはやや垂直気味

に切 り込 まれていた。

第四章 出 土 遺 物

今回の調査で出土 した遺物は前述 したように遺構に伴 うものではな く、そのほ とんどが第3

層黒灰色土および第4層 黒色土内の遺物包含土層中での検出である。種別 としては須恵器杯身

・杯蓋 ・鉢片等、土師器甕 ・高杯片等が出土 しているが、そのすべてが小破片であるため今回

報告 しているのは第4図 に示した実測可能な須恵器片11点 のみである。

土器番号1・2は 鉢形 を呈する口縁部のみの須恵器小破片であ り、復原口径はそれぞれ27.0

・27.1cmを 測る。両者 ともに口縁端部 を肥厚させやや丸 くおさめているが、2に ついては端部

内側にきつい指ナデを施 しているため凹線状の凹みを有 している。調整は内外面 ともに横ナデ

調整を施す。焼成はやや良好で淡灰色を呈す。

土器番号3・4は 須恵器高台付杯身とみ られ るが底部は両者 ともに欠損す る。復原 口径 はそ

れぞれ15。0・15.2cmを 測 る。両者 ともにやや胴の張る形態を呈 し上方にのびるが、口縁端部は

若干外反 し丸 くお さめる。調整は内外面 とも横ナデ調整を施す。焼成は良好で外面暗灰色、内面

明灰色を呈す。

土器番号5～7の3点 は須恵器杯蓋の口縁端部のみの破片であるが、宝株つまみを有するも

のと思われる。復原口径はそれぞれ17.2・16,0・14。Ocmを1貝1る 。形態的にはそれぞれほぼ同様

の形態を呈 しているが、7に ついては他の2点 に比べてやや厚味を有 している。調整は天井部

に一部回転削 り調整痕が認められるものの他は横ナデ調整である。ただ、.5の 内面の一部に不
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定方向方のナデ調整がみられる。焼成は良好で灰色を呈するが7に ついては黒灰色 を呈してい

る。

第4図 遺 物 実測 図

土器番号8～11の4点 は須恵器高台付杯身の底部のみの破片である。高台はすべて張 り付け

高台であり高 く残る8以 外はすべて高台高が低 く直立あるいは若干外方向に張 り出す。調整は

内外面 ともに横ナデ調整であるが、内面底部はそれぞれに不定方向のナデ調整を施 している。

焼成は良で灰色および淡灰色を呈している。

第五章 ま と め

今回の調査は個人住宅建設にかか る発掘調査 ということもあ り、結果的には敷地内に幅約1.5

m、 長 さ合計約22mの トレンチを設定 し発掘を行 うだけに とどまるものであり、検出遺構に
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ついても北部地区が大きく攪乱 を受け、遺構 ・遺物の残存は南側の一角だけであった。

検出遺構については若干のピット状遺構 ・土砿状遺構等をそれぞれ検出しているものの、そ

の性格 自体までは明確に捉えられるものではなかった。

ただ、出土遺物からみるか ぎり第3層 黒灰色土および第4層 黒色土か らそのすべてが小破片

の土器ばか りであるが、前述 したような土器類が出土してお り、今 回の検出遺構中に柱穴か と

考えられ る一辺約40cmの 掘 り方をもつものもあることから建物跡の存在 も考慮されるところで

ある。時期的には遺物自身小破片でもあ り明確ではないが、奈良～平安期にかけてのものであ

ろう。

また、第3層 黒灰色土、第4層 黒色土については遺物包含層および生活面 と考えられる。今

回調査 を行った敷地内北側でそれらは大 きく攪乱 を受けてはいるものの南側および東西方向に

ついては敷地外に向ってかなり厚 く拡がるもの と思われ、今後の調査次第ではかなり正確に と

らえられる遺構が存在するものと思われる。
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第一・章 調査 の契機 と経過

昭和55年 度末に貝塚市浦田字宮ヤシキ115番 地の敷地内に所在する宝蔵寺が老朽化 してきて

いるとのことで建て替え工事が計画されたが、当地区は戦国～江戸時代に至る沢城跡に接 して

お り、また宝蔵寺 自身の歴史的位置を考 え合わせ ることか らも工事に際しては埋蔵文化財の調

査が必要であると考 えられた。

このような状況下で昭和56年8月17日 に宝蔵寺建て替え工事にかか る建築確認通知が提出さ

れ、合わせて埋蔵文化財の発掘届出書が 申請者より提出された。

発掘調査は現宝蔵寺 を取 り壊 した後約150m2の 調査 区域を設定 し、9月18日 より実施す るこ

ととしたが、まず調査区域に遺構の有無 を確認す るための幅約1mで 南北長約m、 東西長約

4mの 遺構確認 トレンチを設定 し、遺構の検 出状況によっては拡張区を新 たに設定するという

方 法をとった。調査の結果、i状遺構の検出をみたが、現地表面より約1.Omと かな り深い位置

での検出であ り、新 しい建物の基礎工事ではまった く検出遺構に影響 をおよぼさず、結果的に

は遺構確認 トレンチによる調査のみで検出遺構の最小限度の性格を把握するだけに留め、約15

日間で発掘調査を終了した。

第二章 位置 と環境

本調査区は貝塚市浦田字宮ヤシキ115番 地に所在 し、前述 した寺院小堂の建て替え工事にか

かるものである。宝蔵寺は南海本線二色の浜駅 より国道26号 線に向って下がった所を北側に少

しはいった、浦田村の集落内の海抜約12mの 位置に所在している。山号 を孝照山と号 し、地蔵

菩薩立像 を本尊 とする寺院であるが檀家がなく現在は無住となっている。

寺歴については和泉国寺社境内帳および安永10(1781)年3月 に記 した 「宝蔵寺縁起」が現

在保管されており、それらによればもとは十輪寺が所在していたが元文3(1738)年 に岸和田

に移築され、延享2(1745)年 に沢村に所在 していた宝蔵寺を浦 田村十輪寺旧跡に移 した とな

っている。

周囲はほぼ平坦地 となっているが、かつてはやや微高地的状況下 となっていたものと思われ

る。周辺遺跡 としては戦国～江戸時代の沢城跡が北側に接してお り、南方にはそれぞれ奈良～

室町時代にかけての遺物散布地である澱池遺跡および宝塔文軒瓦の出土す る平安時代の寺院跡
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第1図 調 査位 置 図'冒'冒 　 一

である窪田廃寺が位置するが、寺院跡の構造 ・規模等についてはまったく不明である。西側 に

は旧宝蔵寺 と何 らかのかかわりをもつのではないか と考えられる平安時代の寺院跡である廃 明

楽寺跡が所在 しているが、これ もまた規模等については不明確なものである。このように寺院

跡その他の遺跡で囲まれた当地域は少 くとも古代～中近世にかけての集落的中心地域の一つで'

あった と考えられよう。

第三章 検 出 遺 構

第一節 基本層序

調査区域にそれぞれ南北方向に幅約1m、 長さ約10mの トレンチと東側に向って東西方向に

幅約1mで 長 さ約4mの トレンチ を設定 し調査を実施 したが、基本層序は第1層 現宝蔵寺の基

礎版築土が約20cmの 厚さで走 り、以下厚 さ約80～90cmの 第2層 淡茶灰色土の人工盛土が施され

地山面となる。
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さらに、今 回検出した溝状遺構についてはその上面に一部3～10cmの 厚 さで水平に第3層 黄

色粘土および3～5cm厚 の第4層 淡青灰色粘土層があり、以下溝内第5層 淡青黒色混礫土層 と

なる。現表土より第5層 溝内までの深度は120～150cmと かな り深いものである。

第2図 遺構実測図

第二節 遺 構

今回の調査 で検出 した遺構は南北 トレンチ内の南端部で現地 山面 より切 り込まれた幅約4m、

深さ約0.3mの 溝状遺構のみである。溝幅に対 し深さがかな り浅いものであるが、土層堆積状況

からみるかぎり、一時期にかなり削平を受けた結果のもの と思われる。

溝は南北 トレンチ方向に対 し斜めに走 り、東側東西 トレンチに向うものである。また、土層

堆積状況お よび溝内底部の傾斜か らみて水の流れがあったものと思われ東方向より西に向って
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流れていたようである。ただ、溝内堆積土は自然堆積ではな く、一度に埋められたものであり、

屋瓦、その他の土器類 とともに埋め られていた。さらに、溝上面に施 された第3層 黄色粘 土層

の堆積状況か ら整地 を施 したもの と思われ一時期の生活面が考えられるものの遺構の検 出まで

には至 っていない。

第四章 出 土 遺 物

遺物 を包含するのは第1層 版築士層か ら検出溝内最下層まで全土層内で検出され、量的には

遺物収納箱10箱 分 と調査面積に対して比較的多量の出土であった。ただ、種類的には平瓦 ・丸

瓦が全体量の9割 を占め、その他土師器片 ・染付片等が若干出土 している。

屋瓦は平瓦 ・丸瓦片がそのほ とんどであ り時期的には平安～江戸時代の ものでかなり時間差

をもってそれぞれ出土 している。平安時代 と考えられる瓦の出土量は出土瓦の全体量か らみれ

ば少量であるが、その中に均整唐草文様 を施す平安時代後期か と考えられる軒平瓦片1点 も出

土 している。ただ、今回検出した遺構等にはまった く関連するものではない。その他土師器片

・陶器片 ・染付片および擂鉢片等が出土 しているがそのすべてが生活雑器である。個々の詳細

的検討についてはそれ ら出土土器すべてが小破片でもあり不明瞭な点が多 く、今 回はその一部

を示すに留めた。時期的には現宝蔵寺の建設年代が何度かの修理 ・解体工事等 を施されている

とはいえ、第二章位置と環境の項で示 したように18世 紀中頃と明確であることから、少 くとも

出土土器類は18世 紀中頃より降るものではない。

第五章 ま と め

発掘調査 を実施するにあたり宝蔵寺建設以前の遺構の存在について、当初予想していたのは

宝蔵寺の寺歴から旧十輪寺にかかわる遺構が残存 しているのではないか、さらにかつてよ り周

辺地区か ら平安時代 と考えられ る平瓦 ・丸瓦等が採取されていることか らも、平安時代 まで溯

る遺構 の存在 を予想 していたのであるが 、結果的には溝状遺構のみの検出であ り、宝蔵寺以前

と考 えられる寺院跡遺構の存在は認め られなかった。ただ、出土遺物中に平安時代 まで溯る軒'

平瓦 ・平瓦 ・丸瓦片が認め られたことか ら、あるいは当調査区域に近接 して旧十輪寺跡が存在
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するのではないか と考 えられ るものの現時点では推察の域 を出るものではない。

今回検 出した溝状遺構については出土遺物か らみて戦国～江戸時代にかけて営 まれた沢城に

かかわる遺構 と考えられ、城域 をめ ぐる堀の残存遺構ではないか と思われる。

沢城の実態については古絵図等の資料からある程度の把握はできるものの正確な範囲につい

ては現在にいたるまでまった く明確にされてはいなかったため、今回の調査は当初予想 した調

査経過か らは 多少異なったものではあったが沢城に関する地下遺構の存在について一つの手が

か りを示す遺構になるもの と思われる。

第3図 遺物拓影図
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m章 調査の契機と経過

貝塚市地蔵堂237番 地に位置す る正福寺境内が今回調査 を実施 した地区である。

当地域は古 くは平安時代の屋瓦を多数 出土す る埋蔵文化財包蔵地の中心地区であ り地蔵堂廃

寺跡 としてマークされているところである。

この ような中、かねてより正福寺敷地内に所在する大師堂が考朽化 してきているため建て替

え工事の計画がなされていたが、このほど建て替えを行 う新 しい位置についてまではまだ決 ま

っていない もののほぼ本堂東側の約300m2の 空間地に新築場所を設定 して行 うこととなったた

め埋蔵文化財の取 り扱いの必要か ら大師堂建て替え工事にかかる地区を含む約300mz空 間地内

の発掘調査 を実施する運びとなった。

発掘調査は昭和57年2月3日 より実施 し、本堂東側の空間地に大師堂新築場所がまだ明確に

なっていないこともあるが、任意に遺構確認用 トレンチを設定し、遺構の検出をみた場合その

遺構の性格 を把握するための拡張区 をさらに設けるといった方法 をとり発掘調査 を実施 してい

った。

まず、空間地北辺に幅5mで 東西方向に長さ約20'mの トレンチ を設定し遺構の検 出を行 った

が、調査の結果建物基壇の一部を検出した。そのため建物基壇の全容 を捉えるべ く当初の計画

どお り拡張区 を設けて新たに発掘調査 を実施 していった。

第二章 位置 と環境

正福寺は貝塚市地蔵堂237番 地に所在し、国鉄和泉橋本駅西方約500mの 府道大阪和泉泉南

線沿いから約100mば か り北方にはいった集落内の海抜約21mに 位置す る。山号は宝憧山惣持

院 と号し三間四面の本堂に勝軍地蔵菩薩像 ・大 日如来像を本尊 としている。現在の建物は本堂

のほか庫裡お よび今回の調査の切 っ掛 となった大師堂があるが 、もとはそれらとともに大 日堂が

敷地境内東端部にあったものの明治年間に取 り壊 され、鐘楼 も本堂南西部に所在す るが室戸台

風によって倒壊 し現在は切石積みの基壇部分のみが残っている。

寺歴については泉州誌および和泉国寺社境内帳に若干の記載がある。それらによればもとは勝

軍寺 と号し宝塔涅槃堂 ・薬師堂 ・鐘楼 ・浴室 ・四門および六坊等 を備 えた寺院とされているが、

永禄(1558～1570)年 中に三好氏の兵火にかか り焼失 したことになっている。その後寛文元(16
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第1図 調査位置図

61)年 に再興 され、その時勝軍寺の寺号を正福寺に改名している。

ただ、境内から出土する屋瓦等か らみた場合、勝軍寺自身の存在 とするにはやや不明瞭では

あるが 、少 くとも平安時代後期にはすでに瓦葺 きの寺院が存在していたことが窺える。

周辺遺跡 としては北東約150mに 貝塚市に とっては唯一の古墳時代中期かと考えられる前方

後円墳である丸山古墳が前方部 を西方に向け所在してお り、円筒埴輪片が採取されたといわれ

る下新 出遺跡が南東方約500mの 国鉄線沿いに位置している。西方には第2阪和国道を狭みややは

なれて窪田廃寺跡 等の遺跡がある。
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第三章 検 出 遺 構

第 一 節 基 本 層 序

各調査区において堆積土層厚の変化および検出遺構の堆積土等の状況か ら若干個々における

差異は認められるものの基本的層位は厚 さ5～20cmの 第1層 表土層、以下第2層 淡黄褐色土層 、

第3層 茶褐色焼土層および第4層 黄色土層 とな り最終明黄褐色地山面に達する6それぞれの堆積

土の厚さも調査区域によって異なるが概ね第2層 は20～45cm、 第3層 は5～20cmお よび第4層

は5～30cmで ある。その他部分的ではあるが第2層 淡黄褐色土層の上下層にも薄 く別の層序 も

認め ることができる。ただ、各土層 を基本的に分けるにあたっては出土遺物の時期的検討 をも

含め 、第3層 茶褐色焼土層 を中心 として上層および下層に分けることが可能であ り、今回検出

した建物基壇の時代設定について も少 くとも第3層 茶褐色焼土を狭み2時 期にわたる建物 等が

存在したもの と思われる。

時期的には出土屋瓦から第3層 茶褐色焼土上層を江戸時代以降および下層 を鎌倉～室町時代

と考えることができる。以下、検出遺構について若干記することにする。

第2節 遺 構

調 査 の 結 果 、 検 出 され た遺 構 は 削 平 等 に よ る数 多 くの 攪 乱 を受 け て は い た が 、調 査 区 域 ほ ぼ

中 央 部 で 地 山 削 り出 しの 建 物 基壇 跡 お よ び性 格 不 明 の 土}f・ ピ ッ ト状 遺 構 等 で あ る 。

建 物 基 檀 跡 は 東 側 雨 落 ち溝 部 分 が 新 しい 時 期 の 削平 に よ っ て 大 き く削 り取 ら れ て い るが 、 軸

線 を ほ ぼ 磁 北 方 向 に 向 け 復 元 す る と一 辺 約9mの 正 方 形 を呈 す る もの で あ る。 現 存 高 は0.3～

0.5mで 基 上 面 は 大 き く削 平 を受 け て お り、礎 石痕 あ る い は 柱 穴 等 の建 物 跡 は ま っ た く認 め

られ な か っ た 。

基 壇 南 東 隅 に は そ れ ぞれ 南 方 に の び る現 存 高0.4m、 幅2～2.5mか と考 え ら れ る 地 山 の高 ま

り と東 方 へ 現 存 高 約0。3m、 幅1.0～1.2mの 高 ま り も の び て い る 。 基 壇 北 東 隅 に も北 壁 セ ク シ

ョ ンに 接 してi1囁約1mば か りの 高 ま りが 残 存 し非 壁 内 に の び て い る よ う で あ る 。

こ れ らは現 状 に お いて は残 存 基 壇 高 と同 レベ ル であ る。 た だ 、 基 壇 削 平 以 前 に お い て 基壇 高

と同 レベ ル を 有 して い たか ど うか は不 明 で あ るが 、基 壇 に取 り付 く通 路 的役 割 を も つ もの で は

な い か と思 わ れ る

基 壇 西 方 お よび 北 西部 に お い て は径1.2～1.7m、 深 さ0.10～0.35mの 不 定 形 な円 形 土 鉱 お よ
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第2図 遺構実測図
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第3図 遺物拓影図
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び 径0.3～0.5m、 深 さ0.05～0.30mの ピ ッ ト状 遺 構 等 を検 出 し て い る。 土 砿1に つ い て は 第

3層 茶 褐 色 焼 土 を埋 土 とす る もの で 、 土砿2、3は 第4層 黄 色 土 を埋 土 とす る もの で あ り時期

的 差 異が 認 め られ る。 ピ ッ ト状 遺 構 に つ い て は そ のす べ て が 第3層 茶 褐 色 焼 土 を埋 土 とす る も

の で あ る 。

土 砿 状 遺 構 お よび ピ ッ ト状遺 構 の 性 格 に つ い て は 相互 間 に 関 連 性 を もつ もの で も な く現 在 の

とこ ろ ま っ た く不 明 で あ る 。

第四章 出 土 遺 物

今回出土 した遺物の詳細な整理検討については充分な期間を設けることができなかったため

本報告には一部の記載だけに留めてお り個 々の遺物観察 ・遺構の検討等について も行っていな

いのが現状である。

出土遺物はその大半が平瓦片 ・丸瓦片であり遺物収納箱約60箱 が出土 している。その他軒平

瓦 ・軒丸瓦等については図示 した連華文軒丸瓦2種 類のほか巴文軒丸瓦片および均整唐草文軒

平瓦9種 類が出土している。

時期的には各種軒瓦の文様構成お よび成形技法等か ら軒丸瓦1、 軒平瓦5に ついては平安時

代にまで溯 るもの と思われ、以下鎌倉～室町時代に至 るもの と考えられる。ただ、巴文軒丸瓦

3に ついては若干の検討を要するもの と思われる。

第五章 ま と め

今 回の調査で検出した建物基壇跡および出土屋瓦についての整理 ・検討については前述のご

とく不充分であ り建物基壇跡の時期的およびその性格についても不明瞭な点が多い。

建物基壇の建設時期についてあえて時期設定 を行うとすれば基壇周辺より検出される第3層

茶褐色焼土層をほぼ永禄(1558～1570)年 間と考えることによって、それ以前であることは間

違いなく、また出土屋瓦か ら鎌倉時代か と考えられる軒瓦が多量に出土 していることか らも少

くとも鎌倉 時代にはすでに建立されていた ものと思われる。しかしなが ら地山削 り出し基壇 と

もなれば今回検出した基壇 を寺院創建期にまで溯 らせ ることも充分可能であ り、小量出の土瓦
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か ら平安時代にまで溯 るものか もしれない。

今回の調査成果から周囲にはまだまだ各種の遺構が残存しているもの と思われ、今後の調査 に

よっては寺院創建にかか る伽藍配置等、明確に捉えられてい くものと考えられる。

なお、今回の調査区域 内に建設予定であった大師堂新築工事については建築位置 を変更する

こととなったため新たな位置設定 を検討 している。今後、新築位置が決定 し次第昭和57年 度事

業の1つ として建築位置の発掘調査 を実施す る予定であ り、改ためて今回の調査成果 を取 りま

とめて整理 ・検討 し、後 日報告 したい。
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